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青
おうめし

梅市ホームページは英語・スペイン語・中国語・韓国語・ドイツ語でも閲
えつらん

覧できます。

子育て・教育 スポーツ・観光・文化健康・福祉
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市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
自
立
を
さ
ら
に
支
援
す
る

た
め
、(
一
社
)
日
本
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
支
援
協
会
と

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支

援
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を

都
内
の
自
治
体
で
初
め
て
令

和
３
年
12
月
６
日
に
締
結
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

支
援
に
資
す
る
各
種
取
り
組

み
に
つ
い
て
連
携
し
て
支
援

を
進
め
ま
す
。

(
一
社
)日
本
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

支
援
協
会

△

(
一
社
)
日
本
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
支
援
協
会
代
表
理

事　

江
成
道
子
氏
と
市
長

就
学
支
援
シ
ー
ト
を
ご
存
じ
で
す
か

〜
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
〜

　

市
で
は
、
４
月
に
小
学
校

に
入
学
予
定
の
児
童
の
う

ち
、
特
別
な
教
育
的
支
援
が

必
要
な
児
童
が
小
学
校
で
の

生
活
を
楽
し
く
円
滑
に
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、
家

庭
や
幼
稚
園
・
保
育
所
等
で

の
生
活
の
様
子
や
今
ま
で
配

慮
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
就

学
予
定
の
小
学
校
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
「
就
学
支
援
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
子
さ
ん
が
幼
稚

園
・
保
育
所
等
に
通
園
し
て

い
る
方
に
は
、
通
園
先
の
幼

稚
園
・
保
育
所
等
を
通
じ
て

就
学
支
援
シ
ー
ト
の
活
用
に

つ
い
て
紹
介
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、通
園
先
の
幼
稚
園
・

保
育
所
等
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
お
子
さ
ん

が
幼
稚
園
・
保
育
所
等
に
通

園
し
て
い
な
い
方
で
「
就

学
支
援
シ
ー
ト
」
の
作
成

を
希
望
す
る
方
は
、
学
務

課
(
市
役
所
３
階
)
へ
お
問

い
合
わ
せ
に
な
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(
記
事
ID
…

２
７
７
５
)
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

学
務
課
教
育

支
援
係

日
時　

１

月

15
日
(
土
)　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会

室
対
象　

３
か
月
〜
小
学
生
の

保
護
者
で
子
育
て
の
お
手

伝
い
を
し
て
ほ
し
い
方

登
録
料
・
年
会
費
無
料

※
別
途
利
用
料
あ
り

主
催　

青
梅
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
は
あ
と

申
し
込
み　

１
月
４
日
〜
14

日
に
電
話
☎
23
・
３
８

青
梅
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

利
用
希
望
者
入
会
説
明
会

８
８
、23
・
９
３
３
８
(
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
)
で
青
梅
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
へ

※
月
〜
金
曜
日
は
随
時
入
会

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

申
請
期
限
は
２
月
４
日

　

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯

の
方
を
対
象
に
、
中
学
３
年

生
・
高
校
３
年
生
ま
た
は
そ

れ
ら
に
準
ず
る
方
(
中
学

校
・
高
校
既
卒
者
、
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格

者
等
)
の
学
習
塾
、
各
種
受

験
対
策
講
座
、
通
信
講
座
の

受
講
費
用
(
家
庭
教
師
を
除

く
)
や
、
高
校
・
大
学
等
の

受
験
料
の
貸
し
付
け
を
無
利

子
で
行
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
高
校
・
大
学

等
に
入
学
し
た
場
合
は
、
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
返
済
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、福
祉
総
務
課(
市

役
所
３
階
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
に
な
る
か
、
広
報
お
う
め

令
和
３
年
11
月
15
日
号
８
面

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
記
事
ID
…
１
１
１
３
)
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
総
務
課

庶
務
係

乳
児
・
幼
児
食
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　

１
月

13
日(

木)

午
前
11
時
30
分
〜
11
時

50
分

※
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
午
前
10

時
〜
正
午

会
場　

下
長
渕
自
治
会
館
２

階
大
広
間

対
象　

未
就
学
児
の
親
子
、

妊
娠
し
て
い
る
方

定
員　

先
着
10
組

費
用
無
料

そ
の
他　

駐
車
場
あ
り

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

長
渕
保
育
園

☎
22
・
８
１
０
２
、
市
子

ど
も
家
庭
支
援
課
支
援

係

子
育
て
ひ
ろ
ば　

と
こ
と
こ　

保
育
講
座

「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」

　

働
き
方
教
育
、
女

性
活
用
戦
略
な
ど
、

女
性
が
子
ど
も
を
育

て
な
が
ら
も
働
き
や

す
い
社
会
を
目
指
す

団
体
で
す
。

※
父
子
家
庭
の
支
援

も
行
っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

子
ど

も
家
庭
支
援
課
ひ

と
り
親
福
祉
担
当

寄
り
ま
せ
ん
か
「

う
め
カ
フ
ェ
」

寄
り
ま
せ
ん
か
「

う
め
カ
フ
ェ
」

　

認
知
症
疾
患
の
あ
る
ご
本

人
や
そ
の
家
族
、
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
方
が
集
い
、
日

頃
の
悩
み
や
思
い
、
認
知
症

の
関
連
情
報
を
共
有
す
る
場

で
す
。

日
時　

１
月

11
日
(
火
)　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　

市
役
所
２
階
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
「
カ
フ
ェ
だ
ん

だ
ん
」

費
用　

200
円
(
飲
み
物
代
)

申
し
込
み

10
日
ま
で
に
電

話
で
高
齢
者
支
援
課
包

括
支
援
係
へ

企画展「青梅宿の文人・根岸典則
～文芸サロンに集う人々～」

　根岸典則は、江戸時代における青梅宿の文芸

活動の中心人物の一人です。

　典則は、青梅本町の縞買商の家に生まれ、幼

少期から父の根岸洗雪、母の綾衣をはじめ、叔

父の根岸凉宇とともに俳諧をたしなみ、当時、

常保寺に寄
き ぐ う

寓していた学者の中原　章たちから

漢学や古典学などを学びました。

また谷野・真浄寺住職の浄月律師や青梅上町

の小峰峯真たちと交流することで、青梅宿の文

芸サロンの指導者として活躍し、その様子は、

彼の著書「嶰
か い こ く

谷詩集」の中でうかがい知ること

ができます。

　今回の企画展では、根岸典則の出生から没後

までの各テーマに沿って、典則の作品や他の文

人たちの関連資料などを展示し、典則を中心と

した青梅宿の文芸活動について紹介します。

会 期　１月８日（土）～４月３日（日）

※ 毎週月曜日（１月１０日、３月２１日を除く）、

１月１１日（火）、３月２２日（火）は休館

会場　郷土博物館１階企画展示室

そ の他 新型コロナウイルス感染症対策など来

館時の注意事項等は、青梅市郷土博物館ホー

ムページをご覧ください。

問い合わせ　郷土博物館☎２３―６８５９

市制施行７０周年記念新春展示

「市民所蔵の吉川英治作品展」

　吉川英治は青梅市（旧吉野村）に約９年間暮らし、執筆活動に

勤しむとともに、住民と交流を深めました。本展示では、広報お

うめで募集し市民の皆さんからお借りした英治の手紙や色紙など

を展示するとともに、英治とのかかわりに関するエピソードなど

を紹介します。

　大切に保管されてきた貴重な品の数々をご覧ください。

会 期・時間　１月４日（火）～３月２７日（日）　午前１０時～

午後５時（入館は４時３０分まで）

※ 毎週月曜日（１月１０日、３月２１日を除く）、１月１１日（火）、

３月２２日（火）は休館

会場　青梅市吉川英治記念館展示室

観 覧料　大人５００（４００）円、小・中学生２００（１５０）円

※カッコ内は２０人以上の団体料金

※年間パスポートも販売しています。

※ 障害者手帳をお持ちの方と付き添いの方１人は無料（障害者手

帳を提示）

※市内の小・中学生は土・日曜日、祝日は無料

※ 本展示開催中、青梅市立美術館との共通観覧券を利用いただけ

ます。

そ の他　記念館へお越しの際は、公共交

通機関をご利用ください ▽新型コロ

ナウイルス感染症対策など来館時の注

意事項等は、青梅市吉川英治記念館

ホームページをご覧ください。

問 い合わせ　青梅市吉川英治記念館☎

７４－９４７７

△吉川英治直筆色紙

△ 根岸典則画像


